
第
一
章

国
語
科
成
立
以
前
に
お
け
る
「
国
語
」
の
教
育

世田町＝一一即

「
国
語
及
漢
文
」
（
中
学
校
令
改
正
）
の
成
立

ー
中
等
学
校
国
語
教
育
史

四
ー

補
遺

中
学
校
制
度
の
確
立
一
八
八
五
（
明
一
八
）
年
、
第
一
次
伊
藤
内
閣
に
初
代
文

部
大
臣
と
し
て
入
閣
し
た
森
有
礼
は
、
憲
法
制
定
へ
の
伊
藤
博
文
ら
の
努
力
と
併
行
し

て
、
天
皇
中
心
の
国
家
主
義
的
な
教
育
制
度
の
確
立
に
努
め
た
。
一
八
八
六
（
明
一
九
）

年
三
月
、
「
帝
国
大
学
令
」
を
、
同
年
四
月
「
小
学
校
令
」
「
中
学
校
令
」
「
師
範
学
校
令
」

を
公
布
し
た
。
東
京
大
学
を
「
帝
国
の
大
学
」
と
改
め
、
師
範
学
校
は
公
費
に
よ
る
給

費
制
と
し
「
順
良
・
信
愛
・
威
重
」
と
い
う
三
気
質
を
身
に
つ
け
国
家
の
権
力
と
権
威

を
背
負
っ
て
教
育
す
る
教
師
を
求
め
た
。
師
範
学
校
に
「
国
語
科
」
を
設
置
し
た
。
国
家

主
義
教
育
制
度
の
基
本
線
を
引
い
た
。

だ
が
、
皮
肉
に
も
、
森
有
礼
は
、
一
八
八
九
（
明
二
二
）
年
二
月
一
一
日
、
大
日
本

帝
国
憲
法
発
布
の
早
朝
、
官
邸
で
国
粋
主
義
者
に
刺
さ
れ
、
翌
日
死
去
し
た
。
刺
客
は
、

国
家
主
義
者
に
変
身
し
て
い
た
森
を
、
未
だ
に
洋
行
帰
り
の
「
欧
化
主
義
者
」
で
あ
る

と
誤
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
中
学
校
令
」
の
第
一
条
は

中
学
校
ハ
実
業
ニ
就
カ
ン
ト
欲
シ
又
ハ
高
等
ノ
学
校
ニ
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ

ニ
須
要
ナ
ル
教
育
ヲ
為
ス
所
ト
ス

と
、
中
学
校
の
概
念
を
統
一
し
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
、
「
実
業
ニ
就
カ
ン
ト
欲
」

す
る
者
の
た
め
の
教
育
と
「
高
等
ノ
学
校
ニ
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
」
の
た
め
の
教
育

と
い
う
中
等
教
育
の
抱
え
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
難
題
を
並
列
さ
せ
る
形
で
は
ら
ん
で
い

た。
各
県
一
校
の
尋
常
中
学
校
（
五
年
制
）
と
そ
の
卒
業
生
が
進
学
す
る
高
等
中
学
校
（
全

国
に
五
校
）
が
設
置
さ
れ
た
。
第
八
条
に
「
中
学
校
ノ
教
科
書
ハ
文
部
大
臣
ノ
検
定
シ

タ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
ヘ
シ
」
と
規
定
し
検
定
制
度
を
導
入
し
た
。

浜

本

純

逸

同
年
六
月
に
出
し
、
「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
に
お
い
て
「
国
語
及
漢

文
科
」
（
各
学
年
に
五
／
五
／
五
／
三
／
二
時
間
配
当
）
と
「
習
字
科
」
（
一
、
二
学
年

に
二
／
二
時
間
配
当
）
を
設
置
し
た
。
「
国
語
及
漢
文
科
」
優
遇
の
方
策
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
第
五
条
に
「
漢
字
交
リ
文
及
ヒ
漢
文
ノ
講
読
書
取
作
文
」
と
規
定
し

て
い
る
。
「
和
文
」
概
念
が
消
え
て
、
当
時
、
普
通
文
と
言
わ
れ
た
「
漢
字
交
リ
文
」
と

い
う
文
体
が
学
習
対
象
と
し
て
の
「
国
語
」
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

学
習
内
容
は
、
例
え
ば
宮
城
県
尋
常
中
学
校
規
則
の
よ
う
に
、
「
講
読
、
書
取
、
作
文
」

で
あ
っ
た
。

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
四
月
宮
城
県
尋
常
中
学
校
規
則

国
語
及
漢
文

第
一
年
級

講
読
語
格
ヲ
授
ケ
且
漢
字
交
リ
文
ヲ
講
読
セ
シ
ム

書
取
講
読
用
書
及
其
ニ
拠
リ
緊
要
ノ
章
句
並
ニ
書
膿
文
ヲ
書
取
セ
シ
ム

作
文
漢
字
交
リ
文
及
普
通
ノ
書
摘
文
ヲ
作
ラ
シ
ム

（
宮
城
県
仙
台
一
中
、
二
両
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
仙
台
一
中
、

史
』
一
九
九
三
年
二
月
八
日
仙
台
第
二
両
等
学
校
二

O
頁）

円。

一
高
百
年

一
明
治
中
期
の
中
等
学
校
国
語
科
教
育

高
等
小
学
校
の
増
設

明
治
十
九
年
四
月
九
日
に
「
小
学
校
令
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
小
学
校
を
尋
常
と

高
等
の
二
層
に
分
け
、
尋
常
科
の
四
年
を
義
務
教
育
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
高
等
科

の
四
年
は
義
務
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
高
等
科
を
設
置
す
る
小
学
校
は
少
な
く
、

鳥
取
市
の
場
合
、
明
治
十
八
年
八
月
五
日
に
開
校
さ
れ
た
鳥
取
高
等
小
学
校
一
校
で
あ



っ
た
。
高
等
科
は
義
務
教
育
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
尋
常
中
学
校
へ
進
学
し
よ
う

と
す
る
な
ら
、
高
等
科
一
・
二
年
の
課
程
を
修
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
進
学
希
望
者
に
は
、
高
等
小
学
校
一
・
二
年
は
必
修
と
な
り
、
入
学
希
望
者
が
増

え
て
い
っ
た
。

高
等
小
学
校
設
置
は
、
福
岡
県
の
場
合
、

じ
る
し
く
増
加
し
て
い
る
。

明
治
二
五
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
、

い
ち

尋

常

小

学

校

高

等

小

学

校

六
O
一

四

七

五

九

四

六

一

一

、

六

八

八

二

六

九

一
、
七

O
O

四
三
六

（
『
福
岡
県
教
育
史
』
）

鳥
取
県
で
は
、
明
治
二
六
年
か
ら
三
三
年
の
聞
に
、
鹿
野
高
等
小
学
校
を
は
じ
め
と

し
て
八
上
高
等
小
学
校
な
ど
十
九
校
が
開
設
さ
れ
た
。

全
国
を
見
わ
た
す
と
、
高
等
小
学
校
は
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、

年
・
四
カ
年
課
程
の
学
校
が
あ
っ
た
。

学
校
数

二
五
年

一二

O
年

二
五
年

三

O
年

学
級
数

二
カ
年
・
一
ニ
カ

中
等
学
校
の
設
立

一
八
七

O
（
明
治
三
）
年
山
口
中
学
校
開
設
↓
一
九
五

0
・
四
県
立
山
口
高
等
学
校

一
八
七

O
（
明
治
三
）
年
萩
中
学
校
創
立
↓
一
九
五

0
・
四
県
立
萩
高
等
学
校

一
八
八

O
（
明
治
十
一
二
）
年
山
口
県
立
豊
浦
中
学
校
開
校
↓
一
九
五

O
萩
高
等
学
校

一
八
八

O
（
明
治
十
一
二
）
年
都
濃
郡
立
徳
山
中
学
校
開
校
↓
一
九
五

O
徳
山
高
等
学
校

一
八
八

O
（
明
治
十
三
）
年
県
立
豊
浦
中
学
校
↓
一
九
四
八
豊
浦
高
等
学
校

一
八
八
四
（
明
治
十
三
）
年
山
口
県
立
岩
国
中
学
校
開
校
↓
一
九
五

O
岩
国
高
等
学
校

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
長
崎
県
立
長
崎
中
学
校
開
校
↓
長
崎
立
西
高
等
学
校

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
六
月
大
分
県
立
大
分
中
学
校
開
校
↓
県
立
上
野
丘
高
校

一
八
八
七
（
明
治
二

O
）
年
六
月
札
幌
商
業
学
校
と
し
て
創
立
。

↓
一
九

O
五
（
明
治
三
八
）
年
月
私
立
北
海
中
学
校
と
改
称

（
明
治
二

O
）
年
一
月
、
ス
ミ
ス
女
学
校
を
開
設
。
（
↓
一
八
九
四
〈
明
治
二

七
〉
北
星
女
学
校
と
改
称
↓
一
九
四
三
〈
昭
和
一
八
年
〉
私
立
北
星
高
等

女
学
校
に
組
織
変
更
）
初
期
の
教
師
に
は
札
幌
農
学
校
卒
業
の
大
島
正

健
（
国
語
・
校
長
）
、
新
渡
戸
稲
造
（
歴
史
）
が
い
た
。

一
八
八
七

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
浄
土
宗
学
校
愛
知
支
校
↓
東
海
中
・
高
等
学
校

一
九
八
八
（
明
治
二
一
）
六
月

一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
四
月
徳
山
女
学
校
↓
一
九
五

O
徳
山
高
等
学
校

＊
明
治
二
四
年
十
二
月
勅
令
出
品
号
に
よ
り
「
尋
常
中
学
校
ハ
各
府
県
ニ
於

テ
一
校
ヲ
設
置
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」
と
さ
れ
た
。

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
三
月
奈
良
県
尋
常
中
学
校
↓
奈
良
県
立
郡
山
尋
常
中
学
校

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
四
月
栃
木
県
高
等
女
学
校
開
校

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
私
立
会
津
女
学
校

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
新
潟
尋
常
中
学
校
開
校

＊
井
上
毅
は
文
部
大
臣
と
な
る
と
、
明
治
二
六
年
十
一
月
実
業
補
習
学
校
規
程
、

翌
二
十
七
年
七
月
簡
易
農
学
校
規
程
を
作
り
、
実
業
教
育
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
。

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
茨
城
県
簡
易
農
学
校
開
校

＊
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
〈
明
治
二
七
〉
年
八
月

1
一
八
九
五
〈
二
八
〉
年
三
月

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
四
月
奈
良
県
立
郡
山
尋
常
中
学
校
五
条
分
校
設
置

↓
奈
良
県
立
五
条
高
等
学
校

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
四
月
栃
木
県
尋
常
中
学
校
栃
木
分
校
開
校

↓
一
八
九
八
年
栃
木
県
第
二
中
学
校

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
五
月
奈
良
県
立
郡
山
尋
常
中
学
校
畝
傍
分
校
設
置

↓
奈
良
県
立
畝
傍
高
等
学
校

一
八
九
五
（
明
治
二
九
）
年
十
月
埼
玉
県
第
一
尋
常
中
学
校
開
校

↓
埼
玉
県
立
浦
和
高
等
学
校

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
四
月
札
幌
尋
常
中
学
校
↓
北
海
道
庁
立
札
幌
中
学
校

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
第
一
尋
常
中
学
校
↓
大
阪
府
立
天
王
寺
高
等
学
校

一
八
九
七
（
明
治
三

O
）
年
四
月
町
立
結
城
蚕
業
学
校
↓
茨
城
県
立
結
城
高
等
学
校

一
八
九
七
（
明
治
三

O
）
年
町
立
福
島
高
等
女
学
校
開
校
↓
県
立
福
島
高
等
女
学
校

一
八
九
七
（
明
治
三

O
）
年
私
立
毛
利
高
等
女
学
校
↓
一
九

O
O年
十
一
月
山
口
県
立
山

口
高
等
女
学
校
ニ
改
称
↓
一
九
五

O
県
立
山
口
高
等
学
校

＊
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
二
月
に
「
中
学
校
令
」
・
「
実
業
学
校
令
」
及
び
「
高

等
女
学
校
令
」
が
制
定
さ
れ
た
。
中
等
教
育
に
お
け
る
男
女
別
学
が
明
確
に
さ
れ
、

中
学
校
の
性
格
が
一
方
は
進
学
準
備
教
育
と
し
て
の
高
等
普
通
教
育
を
主
と
し
、
一

方
は
就
職
の
た
め
の
実
業
教
育
を
主
と
す
る
学
校
に
区
別
さ
れ
た
。
全
国
の
都
道
府

県
に
、
中
学
校
・
高
等
女
学
校
の
設
置
を
要
請
し
た
。
実
業
学
校
は
、
工
業
学
校
・

一（4）一



農
業
学
校
・
商
業
学
校
・
商
船
学
校
及
び
実
業
補
修
学
校
の
五
種
類
と
さ
れ
た
。

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
五
月
茨
城
県
立
農
学
校
↓
県
立
水
戸
農
業
高
校

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
四
月
県
立
茨
城
高
等
女
学
校
↓
県
立
水
戸
第
二
高
校

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
五
月
鳥
取
県
立
第
二
中
学
校
↓
鳥
取
県
立
米
子
東
中
学
校

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
五
月
私
立
実
践
女
学
校
・
女
子
工
芸
学
校
開
校

一
九

O
O
（
明
治
三
三
）
年
第
二
済
々
聾
↓
熊
本
県
立
熊
本
高
等
学
校

一
九

O
O
（
明
治
三
三
）
年
五
月
長
崎
県
五
島
中
学
校
開
校
↓
県
立
五
島
高
等
学
校

中
等
学
校
の
教
育
課
程

1

文
部
省
令
「
小
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
（
明
治
十
九
年
五
月
）
に
よ
っ
て
、
高

等
小
学
校
の
教
科
目
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

（
第
三
条
）
高
等
小
学
校
ノ
学
科
（
修
身
、
読
書
、
作
文
、
習
字
、
算
術
、
地
理
、

歴
史
、
理
科
、
図
画
、
唱
歌
、
体
操
、
裁
縫
（
女
児
）
ト
ス
。
土
地
ノ

情
況
ニ
因
テ
ハ
英
語
、
農
業
、
手
工
、
商
業
ノ
一
科
若
ク
ハ
二
科
ヲ
加
フ

ル
コ
ト
ヲ
得
。
唱
歌
ハ
之
ヲ
敏
ク
モ
妨
ケ
ナ
シ
。

2
・
1

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
『
中
等
学
校
令
改
正
』
に
よ
っ
て
高
等
女

学
校
も
制
度
化
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
中
等
学
校
の
教
育
課
程
は
各
校
の
自
主
編
成
に
任

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
『
中
等
学
校
令
改
正
』
に
基
づ
い
た
法
令
・
通
達
・
内
示
を

通
し
て
教
育
課
程
に
一
定
の
統
一
が
図
ら
れ
た
。
そ
れ
は
中
等
教
育
学
校
の
中
央
集
権

化
で
も
あ
っ
た
。

2
・
2

明
治
二
二
年
頃
使
用
さ
れ
た
教
科
書
は
、

っ
た
。

福
岡
県
の
場
合
、

次
の
通
り
で
あ

尋
常
小
学
校

日

本

読

本

新

保

磐

次

著

尋
常
小
学
読
本
西
村
正
三
郎

初

学

読

本

島

崎

友

輔

初

学

読

本

辻

敬

之

小

学

読

本

井

上

藤

吉

高
等
小
学
校

高
等
科
用
普
通
読
本

正
高
等
小
学
読
本

高
橋
熊
太
郎

佐
沢
太
郎

高

等

新

読

本

笠

間

益

三

皇

朝

史

略

笠

間

益

三

2
・
3

福
岡
県
で
使
用
さ
れ
た
、
新
保
磐
次
著
『
日
本
読
本
第
一
二
』
（
金
港
堂

明
治
十
九
年
二
月
十
五
日
刊
木
版
本
文
部
省
検
定
済
）
の
目
次
を
私
に
作
成
し
て

次
に
掲
げ
る
。

第
三
尋
常
小
学
校
－

二

学

年

前

期

用

一

章

一
猫
ガ
来
ル

名
ヲ
ア
テ
ヨ

弥

次

郎

兵

衛

一

名

ヲ

知

ル

力

・

塩

一

海
草

海
苔

名
ヲ
解
ケ
（
↓
西
瓜
）

庭

一

雀虹

一

空
気

金

一

春
季
皇
霊
祭

尺

、

舛

、

秤

一

和
歌

返
響
（
コ
ダ
マ
）
師

紙
、
墨

魚町
村

帝
国

鉄
玉
及
ピ
工
業

第
五
尋
常
小
学
校

三
学
年
前
期
用

政
府

犬
ト
猫

鼠
ノ
智

雀
ノ
智

同

my養
生

時
計

朝
起
キ
ト
朝
寝

小
ハ
大
ヲ
成
ス

空
気

動
物
ノ
功

猿
ノ
人
真
似

吹
キ
上
ゲ
（
玩
具
）

種
ノ
機
械

動
物
ノ
身
体

猫
類
ノ
獣

旅
行
（
地
理
H
関
東
）

旅
行
ノ
ニ
（
地
理
H
関
西
）

義
経

旅
行
ノ
三
（
地
理
H
九
州
）

菅
公

甲
越
ノ
戦

旅
行
ノ
四
（
地
理
H
東
北
・
北
海
道
）

寒

暖

計

温

和

忠

義

ナ

ル

犬

一（5）一



2
・
3

尋
常
小
学
校
第
三
（
二
学
年
前
期
用
）

こ
こ
に
掲
げ
る
。

の
「
蚕
」
と
「
帝
国
」
を
、

生愛

煮速

繰長蚕
器ー
械 合

卵

真

綿

引

四

角

羽

蝶

銭

虫

初

鍋

山

然

蚕

桑

休

久

上

野

車

富

岡

製繭
糸
場雀

吾
ガ
母
ト
姉
ハ
フ
カ
ク
吾
ヲ
愛
ス
。
母
ト
姉
ガ
愛
シ
ソ
ダ
テ
テ
生
長
ヲ
楽
シ
ム

モ
ノ
一
ツ
ア
リ
。
其
ノ
物
ハ
小
サ
キ
足
六
本
ア
リ
テ
ア
ユ
ム
コ
ト
甚
ダ
遅
ケ
レ
ド

モ
其
ノ
食
フ
コ
ト
ハ
甚
速
ニ
シ
テ
、
食
フ
テ
ハ
眠
リ
、
食
フ
テ
ハ
眠
ル
。
生
長
亦

甚
速
ニ
シ
テ
、
其
ノ
皮
タ
チ
マ
チ
身
ニ
合
ワ
ザ
ル
ニ
イ
タ
ル
。
身
ニ
合
ワ
ザ
レ
パ

皮
ヲ
ヌ
グ
。

カ
ク
云
ワ
パ
、
ア
ヤ
シ
キ
物
ト
オ
モ
フ
ナ
ラ
ン
。
然
レ
ド
モ
、
ア
ヤ
シ
キ
物
ニ

ハ
ア
ラ
ズ
。
蚕
ト
イ
フ
虫
ナ
リ
。
蚕
ハ
桑
ノ
葉
ヲ
食
ヒ
初
ム
レ
パ
七
日
ノ
ア
ヒ
ダ

休
ム
コ
ト
ナ
シ
。
食
ヒ
ヲ
ハ
レ
パ
眠
リ
眠
レ
パ
三
日
ノ
ア
ヒ
ダ
保
ム
ル
コ
ト
ナ
シ
。

五
タ
ピ
メ
ノ
眠
リ
ニ
イ
タ
レ
パ
、
コ
レ
ヨ
リ
長
ク
休
マ
ン
タ
メ
ロ
ヨ
リ
糸
ヲ
ハ
キ

出
シ
巣
ヲ
ツ
ク
リ
テ
其
ノ
身
ヲ
ツ
ツ
ム
。
ソ
ノ
巣
ヲ
繭
ト
イ
フ
。
繭
ノ
形
ハ
丸
ク
、

雀
ノ
卵
ヨ
リ
大
キ
ク
シ
テ
、
白
キ
モ
ア
リ
、
又
黄
ナ
ル
モ
ア
リ
。

繭
ヲ
煮
テ
、
引
キ
出
ダ
シ
タ
ル
糸
ハ
絹
糸
ナ
リ
。
繭
ヲ
ヤ
ブ
リ
テ
、
四
角
ニ
ノ

パ
セ
パ
真
綿
ト
ナ
ル
。

繭
ハ
久
シ
ク
オ
ケ
パ
、
中
ナ
ル
蚕
ハ
羽
ヲ
生
ジ
テ
蝶
ト
ナ
リ
、
ミ
ヅ
カ
ラ
繭
ヲ

ヤ
プ
リ
テ
出
ヅ
。
蝶
ハ
卵
ヲ
生
ミ
、
蚕
ハ
コ
ノ
卵
ヨ
リ
生
マ
ル
。
人
絹
糸
ヲ
取
ラ

ン
ト
オ
モ
へ
パ
蝶
ノ
未
出
デ
ザ
ル
前
ニ
ア
ハ
レ
ニ
モ
繭
ヲ
鍋
ノ
中
ニ
入
レ
蚕
ヲ
煮

コ
ロ
シ
テ
糸
ヲ
引
キ
出
ダ
ス
。

吾
ガ
家
ニ
ハ
手
繰
器
械
ニ
テ
糸
ヲ
引
ク
。
津
山
ノ
糸
ヲ
引
ク
ニ
ハ
、
大
キ
ナ
器

械
ヲ
用
フ
。
前
ニ
出
ダ
セ
ル
画
ハ
、
上
野
ノ
国
ナ
ル
富
岡
ノ
製
糸
場
ノ
ケ
シ
キ
ナ

リ
。
見
給
へ
、
多
ク
ノ
車
ハ
銭
ヲ
ツ
ナ
ギ
タ
ル
知
ク
ニ
ナ
ラ
ピ
タ
リ
。

好
キ
器
械
を
用
フ
レ
パ
、
一
人
ニ
テ
モ
百
人
又
ハ
千
人
ノ
ハ
タ
ラ
キ
ヲ
ナ
ス
。

製
糸
場
ニ
テ
ハ
一
日
ニ
甚
多
ク
糸
ヲ
製
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
（
3
丁）

府

帝
国

郡

区

王

戒

県

境

役
所

戸

長

帝

天

吾
ガ
父
ハ
家
ノ
主
人
ナ
レ
パ
、
常
ニ
一
家
ノ
人
ヲ
戒
メ
テ
、
家
内
ニ
悪
シ
キ
コ

ト
ノ
無
キ
様
、
心
付
ケ
テ
居
レ
リ
。

村
・
町
ニ
モ
亦
戸
長
ア
リ
、
村
内
、
町
内
ヲ
戒
ム
。
村
、
町
ヲ
多
ク
集
メ
テ
郡

又
ハ
区
ト
云
フ
。
郡
ニ
郡
役
所
ア
リ
。
区
ニ
区
役
所
ア
リ
。

郡
区
ヲ
集
メ
テ
国
ト
云
フ
。
国
ノ
境
ハ
山
、
川
又
ハ
海
ナ
リ
。
君
ノ
居
ル
村
ハ
、

何
ノ
国
ノ
何
郡
ニ
ア
ル
ヤ
。
国
ノ
境
ニ
ハ
何
山
ア
ル
ヤ
。
郡
又
ハ
国
ヲ
集
メ
テ

府
又
ハ
県
ト
云
フ
。
君
ハ
何
県
、
何
回
、
何
郡
、
何
村
ニ
住
ム
ヤ
。
多
ク
ノ
府
県

ヲ
集
メ
テ
帝
国
ト
云
ヒ
、
或
ハ
王
国
ト
云
フ
。
帝
国
ノ
主
ヲ
天
子
ト
云
ヒ
、
又
ハ

帝
ト
云
フ
。
王
国
ノ
主
ヲ
王
ト
云
フ
。
吾
レ
等
ハ
日
本
帝
国
ニ
住
ム
。
吾
、
ガ
日
本

ノ
天
子
ヲ
天
皇
ト
申
ス
。
日
本
帝
国
ノ
回
リ
ハ
皆
海
ナ
リ
。

O

こ
の
読
本
は
、
「
例
言
」
に
「
読
本
ヲ
授
ケ
ル
ノ
大
旨
は
、
生
業
及
ピ
学
術
上
ノ

文
字
文
章
ヲ
教
へ
、
及
ピ
其
思
想
を
造
成
ス
ル
ニ
在
リ
、
生
業
ヲ
教
へ
学
術
ヲ
教
フ
ル

者
ニ
非
ズ
。
」
と
記
し
て
い
る
が
、
当
時
の
「
控
訴
本
」
一
般
の
傾
向
に
な
ず
ん
で
い
て
、

「
生
業
ヲ
教
へ
学
術
ヲ
教
フ
ル
」
教
材
、
つ
ま
り
内
容
教
材
が
大
半
で
あ
る
。
絹
の
原

料
を
生
む
「
蚕
」
に
つ
い
て
語
る
教
材
は
「
殖
産
興
業
」
の
た
め
の
教
材
で
あ
り
、
「
帝

国
」
は
「
天
皇
制
近
代
国
家
形
成
」
の
た
め
の
教
材
で
あ
る
。
近
代
的
国
民
に
必
要
な

知
識
を
与
え
る
「
生
活
読
本
で
あ
る
」
と
も
舌
守
え
よ
う
。
た
だ
し
、
「
こ
と
ば
の
教
科
書

は
思
想
を
造
成
す
る
道
具
を
教
え
る
本
で
あ
る
べ
き
」
と
い
う
思
想
の
芽
生
え
が
こ
こ

に
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

新
保
磐
次
の
『
日
本
読
本
』
の
教
材
採
録
と
配
列
法
が
、
翌
年
発
行
さ
れ
た
『
尋
常

小
学
読
本
』
及
び
『
高
等
小
学
読
本
』
の
「
基
本
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
影
響
の
射

程
は
広
い
。

2

・3
・2

一（6）一

前
期
用
）

次
に
、
文
部
省
編
『
尋
常
小
学
読
本
巻
之
五
』
（
小
学
校
三
学
年

（
明
治
二

O
年
五
月
蔵
版
）
の
「
目
次
」
を
掲
げ
る
。

学

問

の

益

”

家

た

の

し

わ

れ

一

蝿

菅

原

道

真

一

塞

翁

が

馬

狐
と
蟹
と
の
か
け
く
ら
べ
・
深
切
の
却
て
不
深
切
と
な
り
た
る
話

櫨

柿

一

フ

リ

l
ト
リ
ヒ
大
王
の
話

腐

り

た

る

柿

一

羊

翼

の

折

れ

た

る

雀

．

魚

釣



小
児
の
悪
戯

日
本
武
尊

お
も
な
る
金
属

正
雄
の
あ
う
む

し
ひ
た
け

智
慧
の
垣

仁
徳
天
皇

・
樟
虫

一
醍
醐
天
皇

一
諺

一
不
正
直
の
結
果

一
良
秀
の
話

一
勉
強
の
少
年

一
諺

仁

徳

天

皇

仁
徳
天
皇
は
、
応
神
天
皇
の
第
四
の
御
子
な
り
。
天
皇
位
に
即
き
、
撮
津
の
な

に
は
の
宮
に
い
ま
し
て
、
つ
と
め
て
節
倹
を
行
ひ
た
ま
へ
り
。
あ
る
日
、
天
皇

高
殿
に
登
り
て
、
四
方
を
望
み
た
ま
ひ
し
に
、
村
里
よ
り
立
つ
畑
、
甚
だ
ま
れ

な
り
け
れ
ば
、
「
是
れ
百
姓
の
貧
し
き
故
な
ら
ん
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
三
年
の
租

税
を
免
さ
れ
た
り
。

三
年
の
後
、
天
皇
、
再
び
高
殿
に
上
り
て
、
四
方
を
望
み
た
ま
ひ
し
に
、
民
の
か

ま
ど
の
畑
、
い
と
さ
か
ん
な
り
け
れ
ば
、
大
に
喜
び
た
ま
ひ
て
、
「
朕
は
や
富

め
り
、
ま
た
何
の
う
れ
へ
か
あ
ら
ん
」
と
の
た
ま
へ
り
。
皇
后
、
聞
き
た
ま

ひ
て
、
「
今
、
宮
室
は
、
か
く
や
ぶ
れ
て
、
雨
露
さ
へ
し
の
ぎ
が
た
き
に
、
富
め

り
と
の
た
ま
ふ
は
、
何
故
ぞ
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
天
皇
は
、
「
君
は
、
民
を
以

て
本
と
な
す
が
故
、
民
の
富
は
、
即
ち
朕
が
富
な
り
」
と
ぞ
の
た
ま
ひ
け
る
。

時
に
諸
国
の
民
、
天
皇
の
厚
き
め
ぐ
み
に
か
ん
じ
、
し
き
り
に
宮
室
を
修
め
ん

こ
と
を
こ
ひ
け
れ
ど
も
、
天
皇
、
許
し
た
ま
は
ず
、
数
年
の
後
、
始
め
て
宮
室

を
造
り
た
ま
ひ
し
に
、
百
姓
先
を
争
ひ
参
り
集
ひ
て
、
日
夜
い
と
な
み
作
り

し
か
ば
、
数
日
に
し
て
、
こ
と
ご
と
く
成
り
た
り
と
ぞ
。

天
皇
、
位
に
ゐ
た
ま
ふ
こ
と
八
十
七
年
、
天
下
大
に
治
ま
り
、
御
年
百
十
歳
に
崩

じ
た
ま
ひ
ぬ
。

玉
の
宮
居
は
、
あ
れ
は
て
＼

雨
さ
へ
、
露
さ
へ
、
い
と
し
げ
け
れ
ど
、

民
の
か
ま
ど
の
に
ぎ
は
ひ
は
、

た
つ
畑
に
ぞ
あ
ら
は
れ
に
け
る
。

応

神

登

る

租

税

免

朕

諸

（
『
日
本
教
科
書
体
系
近
代
編
第
5
巻

修

崩

国
語
ワ
一
］
』

一
九
六
四
〈
昭
和

三
九
〉
年
三
月
講
談
社
に
よ
る
。
）

こ
の
教
材
は
、
儒
教
道
徳
の
「
仁
君
と
し
て
の
天
皇
」
の
話
で
あ
る
。
人
々
は
「
民
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
日
本
の
中
等
学
校
教
科
書
の
天
皇
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
は
、
「
仁
君
」

か
ら
「
立
憲
君
主
」
へ
、
そ
し
て
「
専
制
君
主
（
皇
帝
）
」
へ
と
変
化
す
る
。
そ
の
第
一

段
階
の
「
仁
君
と
し
て
の
天
皇
」
像
が
、
明
治
二

O
年
版
の
『
尋
常
小
学
読
本
』
に
登

場
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

1
・
3
・
2
文
部
省
編
集
『
高
等
小
学
読
本
（
巻
五

1
巻
七
）
〈
巻
七
が
新
制
中
学
校
の
一

学
年
用
に
相
当
〉
』
（
1
8
8
8
〈
明
治
二
二
〉
年
四
月
1
十
月
発
行
）

次
に
巻
七
の
目
次
を
掲
げ
る

天

然

の

利

源

徳

川

氏

ノ

政

治

月

ノ

話

耶

蘇

教

ノ

禁

維

也

納

顕

微

鏡

徳

川

光

閏

ノ

伝

恒

星

ノ

話

望

遠

鏡

熊

沢

蕃

山

ノ

伝

羅

馬

徳

川

時

代

ノ

風

俗

新

井

白

石

ノ

伝

洋

学

興

隆

聖

彼

得

量

流

星

ノ

話

万

物

の

元

素

世

界

ノ

周

航

外

国

交

通

伊

能

忠

敬

ノ

伝

世

界

ノ

周

航

続

佐

藤

深

淵

ノ

伝

貧

困

ノ

原

因

茸

星

ノ

話

明

治

時

代

文

武

ノ

興

隆

酒

ヲ

節

ス

ル

ベ

シ

近

代

ノ

文

明

明
治
二

0
年
代
の
高
等
小
学
校
三
・
四
年
（
新
制
中
学
校
の
一
・
二
学
年
に
相
当
）
の

「
読
本
」
は
、
雑
纂
形
式
で
多
教
科
の
内
容
を
総
合
し
た
百
科
全
書
的
な
教
科
書
で
あ

っ
た
。
こ
と
ば
を
教
え
る
意
識
は
薄
く
、
こ
と
ば
の
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
知
識

を
教
え
よ
う
と
す
る
教
科
書
で
あ
っ
た
。

三
・

3

二

0
年
代
高
等
女
学
校
教
科
書

三
・

3
一
1

新
保
磐
次
著
『
女
子
日
本
読
本
』
（
出
版
人
原
亮
三
郎
販
売
金

港
堂
明
治
二
八
年
九
月
初
版
発
行
・
三
O
年
六
月
訂
正
三
版
発
行
活
字
本
高
等
女
学

校
読
書
科
用
教
科
書
文
部
省
検
定
済
。
）

本
書
の
「
緒
言
ご
に

本
書
ハ
高
等
女
学
校
国
語
科
及
ピ
女
子
高
等
小
学
校
読
方
科
ニ
用
ヒ
ン
ガ
為
ニ

作
レ
ル
者
ナ
リ
。
何
レ
モ
毎
半
期
一
冊
ヲ
課
シ
、
通
計
八
冊
四
箇
年
ノ
後
、
高
等

女
学
校
ハ
中
古
文
体
ヲ
主
ト
セ
ル
書
籍
ヲ
用
フ
ベ
ク
、
高
等
小
学
校
ハ
恰
モ
之
ヲ

以
テ
全
科
ヲ
卒
フ
ベ
シ
。
故
ニ
古
人
ノ
文
ヲ
取
ル
ニ
モ
其
ノ
程
度
ヲ
考
へ
テ
、
平

家
物
語
、
太
平
記
等
ヲ
限
リ
ト
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
以
上
ノ
古
文
ハ
取
ラ
ズ
、
多
ク
ハ

徳
川
時
代
ノ
文
ヲ
取
レ
リ
。

新
保
磐
次
は
、
「
高
等
女
学
校
国
語
科
」
と
「
女
子
高
等
小
学
校
読
方
科
」
で
と
同
じ

教
科
書
を
使
う
こ
と
を
前
提
に
教
科
書
を
作
っ
て
い
る
。
学
習
内
容
と
そ
の
程
度
は
同

一（7）一



じ
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

文
部
省
は
、
明
治
三

O
年
六
月
に
そ
れ
ぞ
れ
を
「
高
等
女
学
校
読
書
科
用
教
科
書
」

・
「
高
等
小
学
校
生
徒
用
教
科
書
］
と
し
て
「
検
定
済
」
と
し
て
い
る
。
文
部
省
も
高
等

小
学
校
と
高
等
女
学
校
の
内
容
と
程
度
は
閉
じ
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

実
際
に
は
、
高
等
小
学
校
了
二
学
年
に
上
篇
四
冊
が
使
用
さ
れ
、
高
等
女
学
校
で
は

全
八
冊
が
第
一
学
年
か
ら
第
四
学
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
。

四
学
年
（
新
制
中
学
校
二
学
年
相
当
）
前
期

目
次

宇
治
川

茶楠
木
正
行
の
母

茶
の
歴
史

桜手
料
理

仮
名
の
始
め

皮
膚

花
見
に
誘
ふ
文

種
痘

手
折
り
し
枝
に
吹
く
春
風

父
母
に
孝
順
な
れ

楽
器

牛八
橋
検
校

水後
世
の
勝
れ
る
こ
と

植
ゑ
木

千
利
休

夏
服
の
色

茶
の
本
意

廃
物
利
用

延
喜
、
天
暦
の
文
人

つ
ま
り
、
高
等
小
学
校
と
高
等
女
学
校
と
を
区
別
し
て
い

佐
藤
信
淵

貝
原
益
軒

草
木
六
部
耕
種
法

楽
訓

三
宅
融
子

室
直
清

室
鳩
巣

駿
台
雑
話

六
論
桁
義
大
意

本
居
宣
長

貝
原
益
軒

玉
勝
間

家
道
訓

松
平
楽
翁

老
の
波

春
日
局

＊
連
歌
と
俳
譜

よ
め
に
教
訓
の
文

加
賀
の
千
代

蓮勉
強

若
狭
の
綱
子

重
盛
の
諌
言
第
一

業
を
分
か
つ

重
盛
の
諌
言
源
平
盛
衰
記

女
子
の
務
め

夏
の
楽
し
み

高
債
ナ
ル
買
ヒ
物

陰
徳

両
京
間
の
鉄
道

夏
の
日
高
楼
に
登
り
て

能
因
法
師
の
歌

紫
式
部
頃
の
文
人

松
島

第
一
の
慎
み

石
見
の
海
な
る
高
島

兄
弟
は
他
人
の
始
め
と
い
ふ
義

茶
人
の
心
用
ひ

孫
女
に
教
訓
の
文

『
国
語
教
育
史
資
料

徳
川
家
康
消
息

三
熊
思
考
績
近
世
崎
人
伝

朝
川
善
庵
善
庵
随
事

伴
蕎
畷
一
近
世
崎
人
伝

貝
原
益
軒
l
楽
訓

貝
原
益
軒
l
五
常
訓

佐
衣
女

。。

第
二
巻

松
平
楽
翁

本
居
宣
長

園
女

松
平
楽
翁
老
の
波

上
杉
治
憲
老
の
波

教
科
書
史
』
に
掲
出
（
二
七
三
頁
）

楽
亭
か
ん
な
筆
記

玉
勝
間

加
賀
の
千
代

千
代
女
は
加
賀
の
松
任
の
人
に
て
、
幼
き
よ
り
風
流
の
志
あ
り
て
、
俳
譜
を
噌
む
。

然
れ
ど
も
そ
の
師
を
得
ず
、
是
れ
彼
れ
行
脚
の
人
に
問
ふ
。
い
づ
れ
も
美
濃
の
庫

元
坊
を
称
す
。
こ
こ
に
於
て
殊
更
に
行
き
て
学
ば
ん
と
思
へ
る
に
、
折
り
し
も
慮

元
坊
行
脚
し
て
此
の
地
に
来
り
し
か
ば
、
宿
に
就
き
て
相
見
る
を
乞
ひ
、
士
山
を
述

ぶ
。
元
草
臥
れ
た
り
と
て
様
で
あ
り
し
所
へ
行
き
て
教
へ
を
求
む
る
に
、
「
さ
ら
ば



一
句
せ
よ
」
と
云
ふ
。
初
夏
の
頃
な
れ
ば
杜
購
を
だ
い
と
す
。
頓
句
を
吐
き
た
る

に
元
其
の
た
だ
者
な
ら
ざ
る
気
韻
を
見
て
、
其
の
句
を
肯
は
ず
。
「
是
れ
は
誰
れ
も

す
べ
き
所
な
り
。
」
と
云
ふ
。
さ
ら
ば
と
て
又
一
句
を
吐
く
、
猶
肯
は
ざ
る
こ
と
初

め
の
如
し
。
元
は
既
に
眠
り
に
就
け
ど
も
、
千
代
女
は
猶
去
ら
ず
沈
吟
す
。

其
の
眼
の
覚
む
る
を
伺
ひ
て
は
文
一
句
を
問
ふ
。
斯
く
て
数
句
に
及
び
遂
に
暁
天

に
至
る
時
、
元
起
き
て
「
終
夜
去
ら
ざ
り
し
ゃ
、
夜
は
明
け
た
る
や
。
」
驚
く
、
時

に
、
千
代
女
、

杜
鵠
杜
鵠
と
て
あ
け
に
け
り
。

と
云
へ
る
を
大
に
賞
し
、
、
「
是
れ
な
り
、
是
れ
な
り
、
汝
此
の
意
地
を
忘
る
る
こ

と
な
く
ば
、
他
日
其
の
名
天
下
に
振
る
は
ん
」
と
、
師
弟
の
約
を
為
せ
り
。
後
果

た
し
て
女
流
に
は
珍
し
き
此
の
道
の
高
名
と
な
れ
り
。
こ
れ
は
ま
だ
少
女
の
時
な

り
け
り
。
『
女
子
日
本
読
本
下
篇
第
一
』
（
四
学
年
一
学
期
新
制
中
学
校
二
年
相
当
）

q
u
－

A
性

中
学
校
教
科
書

落
合
直
文
編
『
中
等
国
文
読
本

巻
一
』
初
版
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
四
月

明
治
書
院

目
次

国

体

の

基

礎

小

中

村

義

象

君

仁

民

忠

国

阪

正

臣

皇
后
陛
下
よ
り
東
京
慈
恵
医
院
へ
の
御
令
旨

富

国

策

福

津

諭

吉

技

芸

教

育

新

書

の

端

書

井

上

毅

実

業

論

福

津

諭

吉

ア
i
ム

ス

ト

ロ

ン

グ

製

造

場

黒

田

清

隆

黄

海

の

戦

て

二

杉
坂
の
曲

天
津

芝
宋
宋

旅
順
の
慰
魂
祭

将
碁
の
盤

物
集
高
見

末
広
重
恭

末
広
重
恭

高
崎
正
風

北

畠

親

房

卿

久

米

幹

文

学

問

堀

秀

成

学

生

を

諭

し

』

歌

落

合

直

亮

学

問

の

す

』

め

緒

言

福

揮

諭

吉

細

川

大

人

に

与

ふ

る

書

井

上

毅

熊

木

直

太

朗

の

伝

井

上

毅

勧

学

高

崎

正

風

塙

検

校

保

己

一

栗

本

鋤

雲

忍

耐

西

村

茂

樹

勤

慨

二

字

の

説

那

珂

通

高

善
く
働
き
善
く
遊
ぶ
べ
き
論
大
鳥
圭
介

草

ま

く

ら

一

、

二

中

根

淑

冒
頭
教
材
「
国
体
の
基
礎
」
は
次
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
あ
る
。

世
界
に
国
多
く
、
そ
の
成
立
、
さ
ま
ざ
ま
な
る
中
に
わ
が
国
の
知
く
君
位
の
尊
厳

な
る
は
、
万
国
に
そ
の
類
あ
ら
ず
。
こ
れ
、
我
国
体
の
、
他
国
と
異
な
る
所
に
し

て
皇
統
連
綿
と
し
て
、
天
壌
無
窮
に
お
は
し
ま
す
所
以
な
り
。

い
か
な
れ
ば
、
然
る
か
と
い
ふ
に
わ
が
国
家
は
、
も
と
、
一
家
族
の
発
達
せ
し
も

の
に
し
て
、
そ
の
本
、
二
家
よ
り
起
れ
る
な
り
。
：
：
：
後
略
：
：

nu 

一
八
九

O
〈
明
治
二
三
）
年
に
発
布
さ
れ
た
「
教
育
勅
語
」
に
基
づ
く
国
体
論
の
祖

述
で
あ
る
。
落
合
本
の
初
版
『
中
等
国
文
読
本
』
の
巻
六
ま
で
は
、
雑
纂
形
式
の
編
集

で
あ
る
。
巻
七

1
巻
十
は
、
国
体
論
と
文
学
史
と
を
意
識
し
た
古
典
を
配
列
し
て
い
る
。

巻

七

神

皇

正

統

記

吉

野

拾

遺

太

平

記

巻
八
保
元
物
語
平
治
物
語
平
家
物
語
源
平
盛
衰
記

今

昔

物

語

宇

治

拾

遺

物

語

新

古

今

集

徒

然

草

方

丈

記

十

六

夜

日

記

土

佐

日

記

増

鏡

大

鏡

栄

華

物

語

巻巻
十九

拾
遺
集

後
拾
遺
集

（
四
章
補
遣
、
終
わ
り
）


